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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】試験紙に、適切な量の薬液を付着させて濃度測
定を行うことができる濃度測定装置及び濃度測定装置を
備えた内視鏡リプロセッサを提供する。
【解決手段】濃度測定装置１は、所定の水位に薬液を貯
留する薬液タンク１１と、薬液を滲出可能に保水する保
水材２１と、保水材２１を、薬液タンク１１の中であっ
て所定の水位よりも低い第１の位置Ｐ１から気中である
第２の位置の間で往復移送可能である移送部３１と、薬
液の濃度を試験する試験紙８１を第２の位置に配置可能
に位置決めする位置決め部４１と、第２の位置で、試験
紙８１を保水材２１に接触させる接触部５１と、を含む
。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の水位に薬液を貯留する薬液タンクと、
　前記薬液を滲出可能に保水する保水材と、
　前記保水材を、前記薬液タンクの中であって前記所定の水位よりも低い第１の位置から
気中である第２の位置の間で往復移送する移送部と、
　前記薬液の濃度を試験する試験紙を前記第２の位置に配置する位置決め部と、
　前記第２の位置で、前記試験紙を前記保水材に接触させる接触部と、
を含むことを特徴とする濃度測定装置。
【請求項２】
　前記第１の位置と前記第２の位置との間に配置されて、
　前記保水材の滲出量が所定範囲となるように脱水する脱水部と、
を含むことを特徴とする請求項１に記載の濃度測定装置。
【請求項３】
　前記保水材は、前記薬液を保水する保水面と、前記保水面の裏に配置されて前記裏から
前記保水材に液体が侵入することを防ぐ防水面とを含み、
　前記位置決め部は、前記試験紙が前記保水面と対向するように前記試験紙を位置決めし
、
　前記接触部は、前記試験紙を前記保水面に押し当てる、
ことを特徴とする請求項１に記載の濃度測定装置。
【請求項４】
　前記接触部に対向する位置に固定された固定台を含み、
　前記移送部は、前記保水材を前記接触部と前記固定台との間に移送し、
　前記位置決め部は、前記試験紙を前記接触部と前記固定台との間に位置決めし、
　前記固定台は、前記接触部により押された前記試験紙および前記保水材を受け止める、
ことを特徴とする請求項３に記載の濃度測定装置。
【請求項５】
　前記薬液は、過酢酸を含み、
　前記試験紙には、ハロゲン化物が付着している、
　ことを特徴とする請求項１に記載の濃度測定装置。
【請求項６】
　前記位置決め部は、前記試験紙を固定させて保持することを特徴とする請求項１に記載
の濃度測定装置。
【請求項７】
　前記脱水部は、ローラ対により構成されたことを特徴とする請求項２に記載の濃度測定
装置。
【請求項８】
　前記固定台は、前記保水材から滲出した余分な液体の回収路を有し、
　前記回収路は、前記薬液タンクに連通する、
　ことを特徴とする請求項４に記載の濃度測定装置。
【請求項９】
　前記移送部は、ローラと、ベルトとを有して構成され、
　前記ベルトは、前記ローラにより進退移動可能に支持される、
　ことを特徴とする請求項１に記載の濃度測定装置。
【請求項１０】
　前記ローラは、駆動可能であり、
　前記ベルトは、前記ローラの駆動により、進退移動可能であることを特徴とする請求項
９に記載の濃度測定装置。
【請求項１１】
　前記保水材は、前記ベルトの片側に設けられたことを特徴とする請求項１０に記載の濃
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度測定装置。
【請求項１２】
　前記ベルトは、片側端部にストッパーを有し、前記ストッパーにより、前記薬液タンク
から端部が抜け出ないように構成されたことを特徴とする請求項１０に記載の濃度測定装
置。
【請求項１３】
　前記接触部は、プランジャーを備えたソレノイドアクチュエータを有して構成され、
　前記プランジャーは、前記試験紙と、前記保水材とを押圧することにより、前記試験紙
と、前記保水材とを接触させることを特徴とする、
　請求項１に記載の濃度測定装置。
【請求項１４】
　前記接触部は、前記ベルトの上方に配置されることを特徴とする請求項９に記載の濃度
測定装置。
【請求項１５】
　前記接触部は、前記ベルトの下方に配置されることを特徴とする請求項９に記載の濃度
測定装置。
【請求項１６】
　請求項１に記載の濃度測定装置を備えることを特徴とする内視鏡リプロセッサ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、濃度測定装置及び濃度測定装置を備えた内視鏡リプロセッサに関する。
【背景技術】
【０００２】
　医療用の内視鏡は、被検体内に挿入されて使用した後、内視鏡リプロセッサにより、例
えば、過酢酸を含む消毒液を使用し、洗浄消毒処理が行われる。消毒液は、内視鏡リプロ
セッサ内において、ボトルに収容された原液を水により希釈して調製される。消毒液は、
調製された後、薬液タンクに貯留されて使用されるが、貯留された消毒液の過酢酸の濃度
は、使用を繰り返すうちに徐々に低下し、有効濃度よりも低くなることがある。そのため
、貯留された消毒液は、使用する前に、過酢酸の濃度が有効濃度よりも高いことを確認す
るための判定を要する。
【０００３】
　過酢酸の濃度の判定には、特開２００８－１４６８５号公報に開示されるように、ヨウ
素－デンプン反応による呈色を利用した濃度判定用具としての試験紙を使用することが知
られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００８－１４６８５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　試験紙は、消毒液に浸漬させた後、例えば、余分な消毒液を吸水力のあるガーゼにより
吸い取る等、手作業による余分な消毒液の除去を要し、その結果、内視鏡リプロセッサに
よる過酢酸の濃度判定の自動処理化を困難にしている。
【０００６】
　そこで、本発明は、試験紙に、適切な量の薬液を付着させて濃度測定を行うことができ
る濃度測定装置及び濃度測定装置を備えた内視鏡リプロセッサを提供することを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
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【０００７】
　本発明の一態様の濃度測定装置は、所定の水位に薬液を貯留する薬液タンクと、前記薬
液を滲出可能に保水する保水材と、前記保水材を、前記薬液タンクの中であって前記所定
の水位よりも低い第１の位置から気中である第２の位置の間で往復移送可能である移送部
と、前記薬液の濃度を試験する試験紙を前記第２の位置に配置するための位置決めが可能
である位置決め部と、前記第２の位置で、前記試験紙を前記保水材に接触させる接触部と
、を含む。
【０００８】
　本発明の一態様の濃度測定装置を備えた内視鏡リプロセッサは、所定の水位に薬液を貯
留する薬液タンクと、前記薬液を滲出可能に保水する保水材と、前記保水材を、前記薬液
タンクの中であって前記所定の水位よりも低い第１の位置から気中である第２の位置の間
で往復移送可能である移送部と、前記薬液の濃度を試験する試験紙を前記第２の位置に配
置するための位置決めが可能である位置決め部と、前記第２の位置で、前記試験紙を前記
保水材に接触させる接触部と、を含む。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、試験紙に、適切な量の薬液を付着させて濃度測定を行うことができる
濃度測定装置及び濃度測定装置を備えた内視鏡リプロセッサを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の実施の形態に係る濃度測定装置の模式的構成図である。
【図２】本発明の実施の形態に係る濃度測定装置を斜めから見た斜視図である。
【図３】本発明の実施の形態に係る保水材が第２の位置に配置されたときの、濃度測定装
置の模式的構成図である。
【図４】本発明の実施の形態の変形例に係る接触部と固定台とを上下逆の配置にした濃度
測定装置の模式図である。
【図５】本発明の実施の形態に係る濃度測定装置を内視鏡リプロセッサに適用した例を示
す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、図面を参照しながら本発明の実施の形態を説明する。
【００１２】
　（構成）
　図１は、本発明の実施の形態に係る濃度測定装置１の模式的構成図である。図２は、本
発明の実施の形態に係る濃度測定装置１を斜めから見た斜視図である。図２においては、
回収路６２と、制御部７１とは、省略している。図３は、本発明の実施の形態に係る保水
材２１が第２の位置Ｐ２に配置されたときの、濃度測定装置１の模式的構成図である。
【００１３】
　濃度測定装置１は、薬液タンク１１と、保水材２１と、移送部３１と、位置決め部４１
と、接触部５１と、固定台６１と、制御部７１と、試験紙８１とを有して構成される。
【００１４】
　薬液タンク１１は、例えば、プラスチック等を材質として構成される。薬液タンク１１
は、上面に開口１３を有する箱体の容器であり、内部に薬液１２を貯留可能に構成される
。薬液タンク１１は、所定の水位まで薬液１２を貯留可能であり、過酢酸を含む消毒液等
の薬液１２が、所定の水位まで貯留される。ここで、所定の水位とは、後述する保水材２
１の一部又は全部が浸漬可能であり、かつ保水材２１全体に薬液１２を保水させることが
可能な水位として設定される。
【００１５】
　保水材２１は、多孔質のシリコンゴムや、ウレタン、不織布、紙等であり、弾力性があ
り、かつ薬液１２を保水可能である材質により構成される。保水材２１は、例えば、薄板
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状のスポンジであり、後述するベルト３２の一方の面３２ａに接着剤等により固定されて
いる。保水材２１は、薬液タンク１１内に貯留される薬液１２を保水可能であり、かつ保
水された薬液１２を滲出可能である保水面２２と、保水面２２の裏に配置されて保水材２
１に液体が浸入することを防ぎ、かつ保水された薬液１２が保水面２２の裏から滲出しな
いように処理された防水面２３とを有する。
【００１６】
　移送部３１は、ベルト３２と、送り部３６とを有して構成される。移送部３１は、保水
材２１を、薬液タンク１１の中であって所定の水位よりも低い第１の位置Ｐ１から、後述
する接触部５１の下方であり、気中である第２の位置Ｐ２の間で往復移送可能である。
【００１７】
　ベルト３２は、柔軟性を有し、かつ液体を通さないゴム等を材質として構成される。ベ
ルト３２は、細長帯状に形成し、厚みを薄くして構成される。ベルト３２は、保水材２１
の一部又は全部が薬液１２に浸漬するように、薬液タンク側端部３３を薬液タンク１１内
に垂下させている。ベルト３２は、薬液タンク側端部３３とは反対側の端部である余長側
端部３４を空中に垂下させている。
【００１８】
　保水材２１が固定されるベルト３２の一方の面３２ａは、平滑である。ベルト３２の他
方の面３２ｂは、等間隔のベルト歯（不図示）を有して構成される。
【００１９】
　ベルト３２の薬液タンク側端部３３と余長側端部３４には、それぞれストッパー３５ａ
、３５ｂが設けられている。ベルト３２の各ストッパー３５ａ、３５ｂは、ベルト３２の
一方の面３２ａ（平滑な面）側の傾斜面３５ａ１、３５ｂ１と、ベルト３２の他方の面３
２ｂ（ベルト歯を有する面）側の傾斜面３５ａ２、３５ｂ２とを有する。各ストッパー３
５ａ、３５ｂは、端部３５ａ３、３５ｂ３にかけてベルト３２の厚みが増すように拡幅し
ている。
【００２０】
　薬液タンク側端部３３に設けられたストッパー３５ａは、薬液タンク１１内に配置され
る。薬液タンク側端部３３に設けられたストッパー３５ａの端部３５ａ３の厚みは、薬液
タンク１１の上面の開口１３の幅よりも大きく設定され、ストッパー３５ａの端部３５ａ
３が、薬液タンク１１の開口１３から抜け出さないように構成される。
【００２１】
　余長側端部３４に設けられたストッパー３５ｂは、後述するローラ対３７ｂ１、３７ｂ
２からベルト３２が垂下された位置に配置される。余長側端部３４に設けられたストッパ
ー３５ｂの端部３５ｂ３の厚みは、ローラ対３７ｂ１、３７ｂ２の間隙の幅よりも大きく
設定され、ストッパー３５ｂの端部３５ｂ３が、ローラ対３７ｂ１、３７ｂ２を通らない
ように構成される。
【００２２】
　送り部３６は、金属やプラスチックを材質として構成される。送り部３６は、ローラ対
３７ａ１、３７ａ２と、ローラ対３７ｂ１、３７ｂ２と、支持ローラ３７ｃとにより構成
される。
【００２３】
　ローラ対３７ａ１、３７ａ２は、駆動ローラ３７ａ１と、従動ローラ３７ａ２とにより
構成される。駆動ローラ３７ａ１と、従動ローラ３７ａ２は、ベルト３２を挟んで対向配
置される。
【００２４】
　駆動ローラ３７ａ１の外周面は、等間隔のローラ歯を有して構成される。従動ローラ３
７ａ２の外周面は、平滑な面である。駆動ローラ３７ａ１のローラ歯は、ベルト３２のベ
ルト歯と歯合する。駆動ローラ３７ａ１は、図示しないモータ等を有して構成される。駆
動ローラ３７ａ１は、制御部７１に電気的に接続され、制御部７１からの制御信号により
、回転駆動が可能に構成され、ベルト３２を長手方向に沿った方向へ進退移動させること
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が可能である。
【００２５】
　従動ローラ３７ａ２は、ベルト３２の進退移動に従って、回動自在に構成される。
【００２６】
　ローラ対３７ａ１、３７ａ２の間隙の幅は、ローラ対３７ａ１、３７ａ２が脱水部とし
ても機能するように、ベルト３２の厚みより大きい幅であり、かつベルト３２と保水材２
１とを合わせた厚みよりも小さい幅により設定される。より具体的には、保水材２１が、
ローラ対３７ａ１、３７ａ２を通過する際に、保水材２１を厚み方向へ圧縮されて絞られ
、保水材２１の滲出量が所定範囲となるように、ローラ対３７ａ１、３７ａ２の間隙の幅
は、設定される。
【００２７】
　支持ローラ３７ｃは、薬液タンク１１内に垂下され、かつ水平に張架されるベルト３２
を支持し、ベルト３２の進退移動に従い、回動自在に構成される。
【００２８】
　ローラ対３７ｂ１、３７ｂ２は、駆動ローラ３７ｂ１と、従動ローラ３７ｂ２とにより
構成される。駆動ローラ３７ｂ１と、従動ローラ３７ｂ２は、ベルトを挟んで対向配置さ
れる。ローラ対３７ｂ１、３７ｂ２は、空中に垂下され、かつ水平に張架されるベルト３
２を支持する。
【００２９】
　駆動ローラ３７ｂ１の外周面は、等間隔のローラ歯を有して構成される。従動ローラ３
７ｂ２の外周面は、平滑な面である。駆動ローラ３７ｂ１のローラ歯は、ベルト３２のベ
ルト歯と歯合する。駆動ローラ３７ｂ１は、図示しないモータ等を有して構成される。駆
動ローラ３７ｂ１は、制御部７１に電気的に接続され、制御部７１からの制御信号により
、回転駆動が可能に構成され、ベルト３２を長手方向に沿った方向へ進退移動させること
が可能である。
【００３０】
　従動ローラ３７ｂ２は、ベルト３２の進退移動に従って、回動自在に構成される。
【００３１】
　駆動ローラ３７ｂ１と従動ローラ３７ｂ２との間隙の幅は、ベルト３２が通過可能な幅
に設定される。
【００３２】
　ベルト３２は、支持ローラ３７ｃと、ローラ対３７ｂ１、３７ｂ２とにより支持され、
支持ローラ３７ｃと、ローラ対３７ｂ１、３７ｂ２との間に水平に張架され、支持ローラ
３７ｃから薬液タンク１１内にかけて、ローラ対３７ａ１、３７ａ２の間隙を通り、垂下
し、また、ローラ対３７ｂ１、３７ｂ２から、垂下する。
【００３３】
　位置決め部４１は、当止め部４２と、保持部４３とを有して構成される。位置決め部４
１は、濃度判定用具である試験紙８１の判定部８３を、第２の位置Ｐ２（図３）であり、
後述するプランジャー５３の直下に配置するための位置決めが可能である。
【００３４】
　当止め部４２は、濃度測定装置１における図示しない開口から、矢印Ａで示す方向へ挿
入された試験紙８１が当止めされる面を有する部材である。
【００３５】
　保持部４３は、当止めされた試験紙８１をそのまま載置して支持して保持する面を有す
る部材である。
【００３６】
　試験紙８１は、濃度測定装置１内に挿入されると、当止め部４２により当止めされ、保
持部４３に保持されることにより位置が決定され、試験紙８１の判定部８３は、保水材２
１の保水面２２に対向するように、第２の位置Ｐ２の保水材２１の直上、かつプランジャ
ー５３の直下に配置される。
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【００３７】
　接触部５１は、コイル５２と、コイル５２内に収められたプランジャー５３とを有する
ソレノイドアクチュエータを有して構成される。コイル５２は、金属を材質として構成さ
れる。プランジャー５３は、耐薬性を有する金属や樹脂等の材質により構成される。接触
部５１は、第２の位置Ｐ２で、試験紙８１の判定部８３を保水材２１に接触させる。接触
部５１は、コイル５２に電流を流すことにより、磁界を生じさせ、プランジャー５３の押
引動作が可能である。プランジャー５３は、位置決め部４１により位置決めされて配置さ
れた試験紙８１の判定部８３の直上、第２の位置Ｐ２の上方に配置される。コイル５２に
電流が流されて、プランジャー５３が押し出されると、プランジャー５３の先端部は、試
験紙８１の判定部８３と、第２の位置Ｐ２に配置されたベルト３２上の保水材２１とを押
圧し、接触させる。接触部５１は、制御部７１と電気的に接続され、制御部７１の制御信
号により、プランジャー５３の押引動作が可能である。
【００３８】
　固定台６１は、金属や樹脂等の耐薬性を有する材質からなる部材である。固定台６１は
、接触部５１に対向する位置に配置される。より具体的には、固定台６１は、水平に張架
されたベルト３２の直下、第２の位置Ｐ２の保水材２１の下方、位置決め部４１により位
置決めされて配置された試験紙８１の判定部８３の下方、かつプランジャー５３の下方に
配置される。固定台６１は、プランジャー５３が試験紙８１の判定部８３と、ベルト３２
上の保水材２１とを押圧する際、ベルト３２と保水材２１とが逃げないように下方から受
け止めて固定し、判定部８３と保水材２１とが強く押圧されることを可能にする。
【００３９】
　制御部７１は、図示しない中央処理装置（ＣＰＵ）と、図示しない記憶部（ＲＯＭ、Ｒ
ＡＭ等）とにより構成される。制御部７１は、駆動ローラ３７ａ１、３７ｂ１と、接触部
５１とに電気的に接続され、制御信号を送信することにより、駆動ローラ３７ａ１、３７
ｂ１と、接触部５１とを制御する。
【００４０】
　濃度測定装置１に挿入される試験紙８１は、紙等を材質として構成される。試験紙８１
は、例えば、長さ約１０ｃｍの細長短冊状に形成され、把持部８２と判定部８３とを有す
る。把持部８２は、使用者が、手指により把持可能に構成される。判定部８３は、例えば
、約７ｍｍ四方であり、試験紙８１の先端部に設けられる。判定部８３は、付着した消毒
液の過酢酸が有効濃度以上である場合に、ヨウ素－デンプン反応により呈色するように構
成される。より具体的には、判定部８３は、ハロゲン化物と、デンプンとを成分とする試
験薬を含んで構成される。ハロゲン化物は、好ましくはヨウ化カリウムである。判定部８
３に有効濃度以上の過酢酸の溶液が付着すると、溶液中においてヨウ化カリウムからヨウ
化物イオンが電離し、酸化作用によりヨウ化物イオンがヨウ素となり、デンプンと反応し
、呈色する。
【００４１】
　濃度測定装置１は、保水材２１が薬液タンク１１内の第１の位置Ｐ１において薬液１２
を保水し、移送部３１が保水材２１を接触部５１と固定台６１との間の第２の位置Ｐ２ま
で移送し、位置決め部４１が濃度測定装置１に挿入された試験紙８１を接触部５１と固定
台６１との間に位置決めし、接触部５１が試験紙８１と保水材２１とを接触して押圧し、
固定台６１が接触部５１により押圧された試験紙８１と保水材２１とを受け止めて固定し
、保水材２１の薬液１２が試験紙８１に付着可能であるように構成される。
【００４２】
　（作用）
　次に、濃度測定装置１の作用について、説明する。
【００４３】
　濃度測定装置１の保水材２１は、初期状態において、第１の位置Ｐ１に位置し、薬液タ
ンク１１内の消毒液に一部又は全部が浸漬し、保水面２２から消毒液を吸収し、消毒液を
保水した状態にある。消毒液は、使用を進めるうちに徐々に過酢酸の濃度が低下するが、
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初期状態において、保水材２１が薬液に浸漬することにより、最新の薬液タンク１１内の
薬液１２の過酢酸の濃度を測定可能である。
【００４４】
　使用者は、試験紙８１の把持部８２を手指により把持し、判定部８３を下方に向け、濃
度測定装置１に挿入する。この際、使用者は、試験紙８１が当止め部４２に当止めされる
まで挿入し、試験紙８１が当止めされた後は、そのまま試験紙８１を保持部４３に載置し
、保持させる。これにより、試験紙８１の判定部８３は、位置決め部４１により、位置決
めされる。
【００４５】
　使用者が、例えば、図示しない操作ボタンを押下して、濃度測定装置１に対し、測定開
始の指示を入力すると、制御部７１の中央処理装置は、記憶部から処理プログラムを読み
込み、処理プログラムに従い、処理を開始する。
【００４６】
　制御部７１は、移送部３１に対し、駆動ローラ３７ａ１、３７ｂ１を駆動させる制御信
号を送信する。
【００４７】
　駆動ローラ３７ａ１、３７ｂ１は、制御信号に応じて回転駆動され、ベルト３２ととも
に、薬液１２を保水した保水材２１を薬液タンク１１内の第１の位置Ｐ１から引き上げ、
第２の位置Ｐ２に移動させる。この際、第１の位置Ｐ１と、第２の位置Ｐ２との間に配置
された脱水部として機能するローラ対３７ａ１、３７ａ２により、保水材２１は、保水材
２１の滲出量が所定範囲となるように脱水される。その後、保水材２１は、水平に張架さ
れたベルト３２の上面、試験紙８１の判定部８３の直下、接触部５１のプランジャー５３
の下方、かつ固定台６１の上方に位置する。
【００４８】
　続いて、制御部７１は、接触部５１に対し、プランジャー５３を押し出す制御信号を送
信する。
【００４９】
　接触部５１は、制御信号に応じてコイル５２に電流を流して磁界を生じさせ、プランジ
ャー５３を押し出す。
【００５０】
　その結果、プランジャー５３は、試験紙８１の判定部８３と、ベルト３２上の保水材２
１の保水面２２とを押圧する。プランジャー５３に押圧された試験紙８１と、ベルト３２
上の保水材２１とは固定台６１により、逃げないように受け止められる。プランジャー５
３に押圧された保水材２１は、保水面２２から保水している薬液１２を滲出する。保水面
２２から滲出された薬液１２は、適量が判定部８３に付着する。この際、判定部８３は、
プランジャー５３と保水材２１との間に上下方向から挟まれているため、余分な薬液１２
は、判定部８３に付着せず、判定部８３の側方に流れ出る。なお、判定部８３の薬液１２
の付着量は、保水材２１の保水量と、保水材２１と判定部８３を押圧する接触部５１の押
圧時間、押圧力、又は材質により予め調整可能である。保水材２１の保水量は、保水材２
１自体の材質、又は脱水機能を有するローラ対３７ａ１、３７ａ２の間隙の幅により予め
調整可能である。
【００５１】
　プランジャー５３が、判定部８３と、保水材２１と、ベルト３２とを押圧した後、制御
部７１は、接触部５１に対し、プランジャー５３を引き戻す制御信号を送信する。
【００５２】
　接触部５１は、プランジャー５３を押し出した際とは逆方向の電流をコイルに流して磁
界を生じさせ、プランジャー５３を引き戻す。
【００５３】
　プランジャー５３が引き戻された後、制御部７１は、移送部３１に対し、制御信号を送
信し、ベルト３２を移動させ、保水材２１を第２の位置Ｐ２から第１の位置Ｐ１に戻し、
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薬液タンク１１内の薬液１２に浸漬させる。これにより、保水材２１は、次回の使用に備
える。
【００５４】
　使用者は、プランジャー５３が引き戻された後、試験紙８１の把持部８２を把持し、濃
度測定装置１から試験紙８１を引き抜き、試験紙８１を観察し、消毒液の過酢酸が有効濃
度に達しているか否かを目視により判定する。
【００５５】
　（変形例）
　図４は、本発明の実施の形態の変形例に係る接触部５１と固定台６１とを上下逆の配置
にした濃度測定装置１ａの模式図である。
【００５６】
　上述した本実施の形態では、ベルト３２の水平に張架された部位３２ｃを中心に、接触
部５１は上方に配置され、固定台６１は下方に配置されるが、これとは逆に、本変形例に
おける図４の濃度測定装置１ａでは、ベルト３２の水平に張架された部位３２ｃを中心に
、接触部５１ａが下方に配置され、固定台６１ａは上方に配置されている。この構成によ
れば、コイル５２ａに電流が流れ、プランジャー５３ａが下方から試験紙８１の判定部８
３に向けて、保水材２１と、ベルト３２と介して押圧するので、ベルト３２を介した適度
な圧力により判定部８３と保水材２１とを押圧可能である。
【００５７】
　（適用例）
　図５は、本発明の実施の形態に係る濃度測定装置１を内視鏡リプロセッサ１００に適用
した例を示す図である。
【００５８】
　本発明の実施の形態にかかる濃度測定装置１は、内視鏡リプロセッサ１００に適用する
ことができる。図５においては、内視鏡リプロセッサ１００内に、上述した濃度測定装置
１を模式的に表している。内視鏡リプロセッサ１００は、前面に、試験紙挿入口１１１と
、測定開始ボタン１２１とを有して構成される。
【００５９】
　使用者が、試験紙挿入口１１１に試験紙８１を挿入し、測定開始ボタン１２１を押下す
ることにより、濃度測定は、開始される。濃度測定が、開始されると、薬液タンク内の消
毒液が、適量だけ試験紙８１の判定部に付着する。使用者は、試験紙８１を引き抜き、試
験紙８１を観察し、消毒液の過酢酸が有効濃度に達しているか否かを判定する。
【００６０】
　この構成によれば、使用者は、内視鏡リプロセッサ１００により、内視鏡を洗浄消毒す
る際、消毒液の過酢酸が有効濃度以上であることの確認を簡便にすることが可能である。
【００６１】
　以上のように、上述した実施の形態等によれば、試験紙に、適切な量の薬液を付着させ
て濃度測定を行うことができる濃度測定装置及び濃度測定装置を備えた内視鏡リプロセッ
サを提供することができる。
【００６２】
　なお、上述した実施の形態等においては、ローラ対３７ａ１、３７ａ２の間隙の幅は、
脱水部として機能するように、ベルト３２の厚みより大きい幅であり、かつベルト３２と
保水材２１とを合わせた厚みよりも小さい幅に設定されるが、脱水部として機能させるこ
とが不要である場合には、ローラ対３７ａ１、３７ａ２の間隙の幅は、ベルト３２と保水
材２１とを合わせた厚みよりも大きい幅により設定されてもよい。保水材２１自体の材質
、若しくは、保水材２１を押圧する接触部５１の押圧時間、押圧力、又は材質により、判
定部８３に対する薬液１２の付着量が適量となる場合は、ローラ対３７ａ１、３７ａ２に
おける脱水が不要である。この構成によれば、ローラ対３７ａ１、３７ａ２の間隙の幅に
よる脱水量の調整が不要であり、濃度測定装置１の生産性を向上させる。
【００６３】
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　なお、上述した実施の形態等においては、ベルト３２を進退移動させるための構成とし
て、駆動ローラ３７ａ１、３７ｂ１を有しているが、上述の構成に限られない。駆動ロー
ラ３７ａ１のみが駆動される構成としてもよいし、駆動ローラ３７ｂ１のみが駆動される
構成としてもよい。また、図示しない他のローラ等が駆動される構成でもよい。
【００６４】
　なお、上述した実施の形態等においては、位置決め部４１は、試験紙８１が当止めされ
る当止め部４２と、当止めされた試験紙８１をそのまま保持する保持部４３とを有して構
成されるが、位置決め部４１は、試験紙８１の位置決めが可能な構成であればよく、上述
の構成に限られない。例えば、位置決め部４１は、試験紙８１の長手方向左右両側を固定
させて位置決めする構成でもよいし、試験紙８１を上下方向から挟持する構成としてもよ
い。
【００６５】
　さらになお、上述した実施の形態等における固定台６１には、保水材２１から滲出され
る余分な薬液を薬液タンクに戻す回収路６２（不図示）が設けられてもよい。保水材２１
から滲出される余分な薬液は、回収路６２を通じ、薬液タンク１１に戻すことが可能にな
る。この構成によれば、余分な薬液は、回収路６２を通じて薬液タンクに戻され、再利用
可能である。
【００６６】
　また、上述した本実施の形態等は、固定台６１を有して構成されるが、プランジャー５
３による押圧に対し、張架されたベルト３２の展張力により、保水材２１を支持可能であ
る場合には、固定台６１は有さなくともよい。この構成によれば、構成部材が簡素化され
、生産性を向上させる。
【００６７】
　なお、上述の実施の形態等は、薬液が付着した試験紙８１を目視することにより、消毒
液の過酢酸が有効濃度に達しているか否かを判定するが、濃度測定装置１は、カメラを備
え、カメラにより取得される画像により、判定されてもよい。
【００６８】
　本発明は、上述した実施の形態等に限定されるものではなく、本発明の要旨を変えない
範囲において、種々の変更、改変等が可能である。
【符号の説明】
【００６９】
１　　 濃度測定装置
１ａ　 濃度測定装置
１１　 薬液タンク
１２　 薬液
１３　 開口
２１　 保水材
２２　 保水面
２３　 防水面
３１　 移送部
３２　 ベルト
３２ａ ベルトの一方の面
３２ｂ ベルトの他方の面
３２ｃ ベルトの水平に張架された部位
３３　 薬液タンク側端部
３４　 余長側端部
３５ａ ストッパー
３５ａ１　　　傾斜面
３５ａ２　　　傾斜面
３５ａ３　　　ストッパーの端部
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３５ｂ ストッパー
３５ｂ１　　　傾斜面
３５ｂ２　　　傾斜面
３５ｂ３　　　ストッパーの端部
３６　 送り部
３７ａ１　　　駆動ローラ
３７ａ２　　　従動ローラ
３７ｂ１　　　駆動ローラ
３７ｂ２　　　従動ローラ
３７ｃ 支持ローラ
４１　 位置決め部
４２　 当止め部
４３　 保持部
５１　 接触部
５１ａ 接触部
５２　 コイル
５２ａ コイル
５３　 プランジャー
５３ａ プランジャー
６１　 固定台
６１ａ 固定台
６２　 回収路
７１　 制御部
８１　 試験紙
８２　 把持部
８３　 判定部
１００ 内視鏡リプロセッサ
１１１ 試験紙挿入口
１２１ 測定開始ボタン
Ａ　　 矢印
Ｐ１　 第１の位置
Ｐ２　 第２の位置
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